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会談開館にあたっては、
材料も指いた。前中備を含め、

台湾の野党・民進党から、
中国、香港、台間の経済力

「統一」につなが
Pかねな
が現在急速に鉱大してお

いとして反対の戸が上がつ
り、中国と台湾の関係強化

た。しかし、海外に住む務
によって強力な「中国経済

人も含めほとんどの中国
閥」が成政し、いろいろな

入、台前人は会
談寺心から
ところで
‘贈隙を趨こすので

近
隣
諸
国 、
歓
迎
と
不
安

盛んだと思う。

は、という懸念だ。

中国と台湾との聞の武力
例えばインドネシアなど

紛争の可能性
が減るという

では山中人の中国への投白が

憩味で、中国・台尚の関係
進み、なぜ自国に役資し

強化は近隣諸

国も非常に歓
ないのかと不備が出てい

迎すべきことだ。

る。

しかし、逆に新たな不安
また、現在多くの対日目
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絡を作るな
Y裕一界経怖に弓
例
も制定して、
法的にも入
を終え、残りの任期三年を

える影響も大きい。また、
念に部備していた。

台湾の国際社会への買献に

台潤海峡両岸の
関係がアジ
しかし、中
間側はこれま
かけている。誌の国原は、

アの将来に与える政治的滋
で何麿となく統一
を呼
びか
統一ではなく、台湾が位界

昧は絶大だと言わねばなら
けてきており、高度に発脳
の中で大きな役割を坦
三

ない。

した台間の経簡を－2広く利
うにすることである。一万、同

だが、これで中台統一へ
用して、統一にまで持つて
中国は、ポスト部小平が近一
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の歩みが加速する、と考
行こ

えるのは大きな帽嗣りだろ
けに、台筒の存在が切り崩

し．H令
つとしている。しかし、一

う。

される盟素もあり、それを
時間
は残り少なく、中闇が一

台関側は、会談実現に向
防ぐため、台向側は、そう
考える統一旦方向
笹本すま一

け、民間の海眼交流話金会
した深い配慮をしていたわ
す巡のいてい

るのが現実だ一

のほかに総統府、行政院各
けだ。

ろう。
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